
つながる経済とは、法人種別や事業分野を超えて、企業と企業、企業と地域社会、企業
で働く人たちが「つながり」、だれもが幸せになることをめざす経済活動をいいます。
市場万能主義がもたらす格差・貧困の拡大をくいとめるためには、「企業活動は人間の幸
福の実現のためにある」という原点に立ち返る必要があるのではないでしょうか。今こそ、
世界に広がりつつある、つながる経済（社会的連帯経済）を拡大することが必要です。

第1部　鼎談　「つながる経済」宣言　（13：45～14：45）
熊谷俊人さん（千葉市長）
広浜泰久さん（中小企業家同友会全国協議会会長、㈱ヒロハマ代表取締役会長）
池田　徹さん（社会福祉法人生活クラブ風の村理事長）

第２部　リレートーク ーつながる経済ネットワークで千葉を元気にするー　（14：55～16：20）　
進行　伊丹謙太郎（千葉大学大学院人文科学研究院）
・㈱綜合パトロール（松戸市） 笹原繁司さん 「あてにされる歓びが、私たちのテーマです」　
・㈱大里綜合管理（大網白里市） 野老真理子さん 「一隅を照らす」～生きていることに、めぐりあえたこと感謝し、お役に立ちます～
・㈱シルバーウッド（浦安市） 下河原忠道さん 「スチールパネル工法躯体販売事業から福祉の世界に、サービス付き高齢者向け住宅で駄菓子屋」
・㈱エヌ・アイ・エス（白井市） 能登昭博さん 「新聞を活用した多様な学習支援プログラムで子育て支援」
・公益財団法人ちばのＷＡ地域づくり基金（千葉市） 志村はるみさん 「あなたの寄附が社会を変えるチカラになる」
・社会福祉法人福祉楽団、恋する豚研究所（香取市栗源町） 飯田大輔さん 「人と地域をつなげる新しい‘福祉’を創造」
・生活クラブ生活協同組合（千葉） 福住洋美さん 「自然と共生し、食べ物、エネルギー、福祉をできるかぎり自給・循環させる暮らし方を」

第1回

日時　2019年７月３日水13：30▶16：30
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定員 200名
参加費 無料
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